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課題解決のための授業及び取組紹介

英語プロジェクトリーダー

菊池市立旭志中学校 米田 祐貴 教諭

（３）授業研究会
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課題解決に向けた
本年度の取組について

（４）班別協議
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令和５年度 英語授業づくりプロジェクト 目標（小中共通）

英語が「好き」「わかる」「できた」と
児童が実感できる授業づくり

コミュニケーションを行う目的や場面などを設定した
言語活動の充実と基礎的・基本的事項の定着を目指して

①言語活動の充実
②基礎的・基本的事項の定着を目指して
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ア 指導と評価の一体化を図る授業のために
（CAN-DOリストの作成及び活用）

① 学年の学習到達目標を踏まえて、年間指導計画を設定し、

単元の目標及び評価規準を適切に設定しているか

② 単元を通した学習課題を達成した子供の姿を生徒と共有し、単元を

通して生徒が見通しをもって学習に取り組むことができるよう手立

てを図っているか

③ 単元の目標を達成した生徒の姿を具体的にイメージ（見える化）し、

生徒ができるようになった適切な時期に、適切な方法で記録に残す

評価を計画し、実施しているか

④ 学年の学習到達目標を達成できたか適切に見取るため、各単元とは

別に、内容のまとまりごとに、適切な時期にパフォーマンステスト

を実施しているか

年間計画

年間計画

単元計画

単元計画

授業づくり省察シートについて
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【言語活動について】授業づくり省察シートについて

授業内容

言語活動の内容

言語活動の内容基礎・基本の定着

基礎・基本の定着

基礎・基本の定着
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授業づくり省察シートについて



米田先生の授業３つのポイント

①言語活動の充実
実際に英語を用いて互いの考えや 気持ちを伝え合う活動



8

３．どのように？

① 教師と児童のやり取り

↓

② 児童と児童のやり取り

↓

③ 指導

↓

④ 児童と児童のやり取り

【相手を変えて】 ・既習をみんなで想起

・「使わせたい英語」は確認
相手を変えて、複数回

・話題の提供

・使わせたい英語を先生が

使って対話

‐出だしの疑問文

‐対話の継続の英語

（反応、関連質問）

◎楽しく伝え合う

ポイントのまとめ
Ｓｍａｌｌ Ｔａｌｋの指導過程



米田先生の授業３つのポイント

②基礎・基本の定着（中間指導）
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《学習活動（例）》

①【言語活動１】

自分の紹介したい人物についてやり取りを行う まずやってみる

②【中間指導】

三人称・単数・現在形や既習事項を使ってやり取りしているペアを紹

介し、全体で確認する よく表現できているペア＝全体で紹介

まちがいなど＝全体で共有

③【言語活動２】言語活動１をもう１回やってみる

言語活動１より指導を通してよくなったか



米田先生の授業３つのポイント

③基礎・基本の定着（繰り返し）
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①授業を行う上で
今一番課題となっていることを書いてみましょう

（別紙１）

（４）班別協議

②授業省察シートのどれにあたりますか

（例）ア①

※どれにも当てはまらない場合はその他
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③班で課題を共有しましょう。

④これまでの取組や本日の授業などから、

アイディアや情報を共有しましょう。

（４）班別協議





家庭学習や
パフォーマンス
テストの評価を

詳しく知りたい！

主体的に学習
に取り組む態
度の評価は？

単元計画を作成す
るにあたっての

ゴールの設定は？

Small Talkについ
て知りたい

今の課題は？？？



言語活動につい
て知りたい







主体的に学習
に取り組む

態度の
評価は？







児童の学習意欲を高める
パフォーマンステストの実施【宇城市当尾小】

家庭学習や
パフォーマンス
テストの評価を

詳しく知りたい！





義務教育課英語教育推進室ＨＰ



中学校の外国語教育はこう変わる！②
「言語活動を通して、言語材料を学ぶ」

【文部科学省作成You Tube】

Small Talkに
ついて知りたい



令和5年度 全学調（書くこと）の問題から① 【中３】
（出題の趣旨）①未来表現の肯定文を正確に書くことができるかどうか

②「相手の行動を促す」という言語の働きを理解し、依頼する
表現を正確に書くことができるかどうか



令和5年度 全学調（書くこと）の問題から② 【中３】

（出題の趣旨）

日常的な話題について事実や自分の考えなどを整理し、まとまりのある文章を書くことが
できる



令和5年度 全学調（書くこと）の問題から② 【中３】

（出題の趣旨）自分の置かれた状況などから判断して、必要な情報を読み取るこ とができるかどうか



令和４年度 県学調（書くこと）の問題から② 【現中３】
対話の流れに合った英文を，相手に伝わるように書いている。（How about ～ing?を
使って相手に提案する）



班別協議
①全学調・県学調を活用した評価問題
（定期テスト・単元テスト・小テスト）
を作成してみましょう。

②評価問題を活用した授業を本日の授業
や省察シートなどを参考にして考えて
みましょう。

子供たちが英語が「好き」「わかる」「できた」と感じ
るわくわくするような授業になるのか省察シートも参考に
考えてみましょう。

※言語活動は充実していますか？

※基礎基本の徹底のためにできることは？



①評価問題（案）
１）出題の趣旨（ ）
２）出題範囲

例: 中３ Unit3
“Animals on 

the Red List”

3) 評価問題

〈ALTと
生徒の会話〉

A:Have you ・・・
B:Yes.(            )



教科書のペー
ジ

例）Unit3:  Animals on 
the Red List

評価領域 話すこと（発表）

単元を
通した課題
（「○○のため
に」目的を必ず
書きましょう）

もっと日本のことを知ってもらうた
めに、○○〇・・・

主な
言語活動

①思ったことを伝える練習をする
②相手にしてほしいことを伝える
③○○

基礎・基本
の充実

のために

単元を通して何度もペアで○○

②評価問題を活用した授業（案）～指導と評価の一体化～
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～本日のめあて～

英語が

「好き」「わかる」「できた」
と児童生徒が実感できるための

具体的な授業づくり
について学ぶことができる



～本日のまとめ～
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わかったこと

明日から
取り組みたいこと
（本年度

取り組むこと：
「英語取組シート
との整合性も図り
書いてみましょ
う）
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県教育委員会より

県立教育センター
北村 美記 指導主事
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県教育委員会より

英語・日本語教育推進室
太田 篤士 指導主事
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（５）まとめ・閉会

まとめ

菊池教育事務所
工藤 竜一 主幹兼指導課長


